
平成２２年度 
第８回 河内長野市地域公共交通会議次第 

 
 

                  日時  平成２３年３月２８日（月） 
                  午後１時３０分から 

場所 河内長野市役所 
別館２階 組合会議室 

 
 
 
１．開会 
 
 
 
２．議題 
 
（１）楠ヶ丘地域試行運行後のアンケート結果等について 

 

（２）平成２３年度地域公共交通活性化・再生総合事業の申請及び予算に

ついて 

 

（３）「荘園町」フリー乗降の実施について 

 

（４）その他      

 

 

 

３．閉会 



資料１
楠ヶ丘地域の公共交通に関
するアンケート調査結果

◆期間：平成２２年１２月下旬～平成２３年１月１５日（土）まで

◆対象者：楠ヶ丘在住の１０歳以上

◆アンケート回収数：１，２９２部（回収率：約５６％）



問１－１　性別

699 584 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 空白

N=１２９２



問１－２　年齢

107 96 144 180 299 328 6132

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60代 70代以上 空白

N=１２９２



問１－３　職業

60 313 110 344 293126 30 16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.自営業 2.会社員・公務員 3.学生
4.パート・アルバイト 5.主婦・家事 6.無職
7.その他 空白

N=１２９２



問１－４　区名

105 46 151 76 47 51 138 46 84 85 76 9176 86
39

35

22

38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 9区

10区 11区 12区 13区 14区 15区 16区 17区 空白

N=１２９２



問２－１　楠ヶ丘乗合タクシー
　　　　　　を利用しましたか？

乗合タクシーの利用は、「利用した（498）」が約4割、
「利用しなかった（774）」が約6割となっている。

498 774 20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 利用しなかった 空白

N=１２９２



問２－２　主な利用目的
※問２－１で「利用した」を選択した方

94 13724 13 247 14
23
9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.通勤 2.通学 3.買物 4.通院
5.娯楽・交友 6.仕事・業務 7.その他 空白

主な利用目的は、「買物（247）」が最も多く、次いで
「娯楽・交友（137）」が多く、合わせて約7割を占めて
いる。

N=４９８



問２－３　利用頻度
※問２－１で「利用した」を選択した方

14 70 150 121 12131

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日
4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白

利用頻度は、「月に1～2日（150）」が最も多く
約3割を占めている。

N=４９８



問２－４　利用時間帯（行き）
※問２－１で「利用した」を選択した方

利用時間帯は、「9時～10時（128）」が最も多く、次
いで「10時～11時（101）」が多く、合わせて約4割を
占めている。

66 128 28 40 18 140101 8
2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.　8時～9時 2.　9時～10時 3.　10時～11時 4.　11時～12時 5.　13時～14時
6.　15時～16時 7.　16時～17時 8.　17時～18時 空白

N=４９８



問２－４　利用時間帯（帰り）
※問２－１で「利用した」を選択した方

N=４９８

利用時間帯について、「17時～18時（114）」が最も
多く、次いで「16時～17時（91）」が多く、合わせて約
4割を占めている。

21 83 78 91 114 86
3

65

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.　9時～10時 3.　10時～11時 4.　11時～12時 5.　13時～14時

6.　15時～16時 7.　16時～17時 8.　17時～18時 空白



問２－５　楠ヶ丘乗合タクシー運行前の主　
　　　　　　な交通手段（行き）
※問２－１で「利用した」を選択した方

楠ヶ丘乗合タクシー運行前の主な交通手段（行き）は、
「徒歩（307）」が最も多く、半数を超えている。

85 65 43 20 307 18
55
14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.　自動車(運転） 2.　自動車（同乗） 3.　自動二輪・原付
4.　自転車 5.　徒歩 6.　タクシー
7.　福祉タクシー 8.　その他 空白

N=４９８



問２－５　楠ヶ丘乗合タクシー運行前の主　
　　　　　　な交通手段（帰り）
※問２－１で「利用した」を選択した方

N=４９８

楠ヶ丘乗合タクシー運行前の主な交通手段（帰り）は、
「徒歩（233）」が最も多く、次いで「タクシー（96）」が多
くなっている。

74 66 40 20 96233 10
23
17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.　自動車(運転） 2.　自動車（同乗） 3.　自動二輪・原付
4.　自転車 5.　徒歩 6.　タクシー
7.　福祉タクシー 8.　その他 空白



問３－１　乗合タクシーの運行により外出
　　　　　　機会は増えましたか？
※問２－１で「利用した」を選択した方

乗合タクシーの運行による外出機会は、「増えた（182）」
が約4割となっている。

182 1 18297

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.増えた 2.減った 3.変わらなかった 空白

N=４９８



問３－１－１　 どのような目的で外出が
　　　　　　　　　増えましたか？（複数選択可）
※問３－１で「増えた」を選択した方

N=１８２

主な目的は、「買物（130）」が最も多く、次いで「娯楽・
交友（67）」が多く、合わせて約7割を占めている。

63 675 1 130 3
8
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.通勤 2.通学 3.買物 4.通院
5.娯楽・交友 6.仕事・業務 7.その他 空白



問３－１－２ 乗合タクシーの運行によりどのくらい
　　　　　　　 　外出するようになりましたか？
※問３－１で「増えた」を選択した方

N=１８２

外出頻度は、「週に3～4日（81）」が最も多く、約4
割を占めている。

18 81 18 261
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日
4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白



問３－１－３　乗合タクシー運行以前はどのくらい
　　　　　　　　 外出していましたか？
※問３－１で「増えた」を選択した方

N=１８２

以前の外出頻度は、「週に1～2日（90）」が最も
多く、約5割を占めている。

15 26 34 13 490

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日
4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白



問３－２　乗合タクシー運行中の自動車・バイ
　　　　　　クの利用回数は変わりましたか？

自動車・バイクに乗る回数の変化は、「減った（130）」
が約3割となっている。

130 8 101204 55

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.減った 2.増えた 3.変わらなかった 4.もともと利用していなかった 空白

N=４９８



問３－２－１　どのような目的で自動車・バイクの利
　　　　　　　　 用が減りましたか？
※問３－２で「減った」を選択した方

自動車・バイクの利用が減った主な目的は、「買物（75）」
が最も多く、次いで「通院（47）」、「娯楽・交友（45）」が
多く、合わせて約8割を占めている。

9 75 45 6 9 1047

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.通勤 3.買物 4.通院 5.娯楽・交友

6.仕事・業務 7.その他 空白

N=１３０



問３－２－２　乗合タクシー運行中の自動車・バイク
　　　　　　　　 の利用回数は？
※問３－２で「減った」を選択した方

乗合タクシー運行中の自動車・バイクの利用回数は、
「週に1～2日（48）」が最も多く、次いで「週に3～4日
（33）」となっている。

13 33 20 11 648

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日
4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白

N=１３０



問３－２－３　乗合タクシー運行以前は、どのくらい　
　　　　　　　　 自動車・バイクを利用していましたか？
※問３－２で「減った」を選択した方　

乗合タクシーの運行前の自動車・バイクの利用回数
は、「週に1～2日（40）」が最も多く、次いで「週に5日
以上（37）」となっている。

37 35 8 2 840

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日

4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白

N=１３０



問4－１　乗合タクシーの運行が改善された　
　　　　 　場合、利用は増えると思いますか？

1035 214 1 42

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.思う 2.思わない わからない 空白

全体で、「思う（1035）」が約8割、「思わない（214）」
が約2割となっている。

N=１２９２



問4－２　何が改善されれば利用が増えると
　　　　　 思いますか？（複数選択可）
※問４－１で「思う」を選択された方

改善項目は、「運賃（495）」が最も多く、次いで「運行時間
帯（480）」、「自宅から停留所までの距離（350）」となって
おり、合わせて約5割を占めている。

N=１０３５

249 480 350 139 259 109 86 282495
117
151
17

32

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.運行ルート 2.運行時間帯 3.運賃
4.自宅から停留所までの距離 5.バス・電車との乗り継ぎ 6.一日の便数
7.時間帯別便数 8.停留所施設（ベンチ等) 9.わかりやすさ(乗継、時刻表等)
10.乗り心地 11.段差や車いすへの配慮 12.その他
空白



問4－３　主にどのような目的で利用が増え
　　　　　　ると思いますか？
※問４－１で「思う」を選択された方

利用が増えると思う主な目的は、「買物（463）」が最も
多く、次いで「通勤（236）」、「娯楽・交友（119）」となっ
ており、合わせて約8割を占めている。

N=１０３５

236 47 103 119463 22

16

32

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.通勤 2.通学 3.買物 4.通院

5.娯楽・交友 6.仕事・業務 7.その他 空白



問4－4　乗合タクシーの運行が改善された場　
　　　　 合どのくらい利用すると思いますか？
※問４－１で「思う」を選択された方

「週に1～2日（368）」が最も多く、次いで「週に3
～4日（291）」となっている。

71 291 200 46 59368

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.週に5日以上 2.週に3～4日 3.週に1～2日

4.月に1～2日 5.月に1日未満 空白

N=１０３５



問4－５　主にどの時間帯で利用すると思
　　　　　　いますか？（行き）
※問４－１で「思う」を選択された方

主に利用すると思う時間帯（行き）は、「8時～10
時（323）」が最も多く、次いで「6時～8時（267）」、
「10時～12時（172）」となっている。

N=１０３５

14 267 172 40 222323
14

13

8
2

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.　6時以前 2.　6時～8時 3.　8時～１０時 4.　10時～12時

5.　12時～14時 6.　14時～16時 7.　16時～18時 8.　18時～20時

9.　20時～22時 10．22時以降 空白



問4－５　主にどの時間帯で利用すると思
　　　　　　いますか？（帰り）
※問４－１で「思う」を選択された方

主に利用すると思う時間帯（帰り）は、「18時～20
時（259）」が最も多く、次いで「16時～18時（196）」
となっている。

N=１０３５

93 119 196 259 130 79 1421 6
78

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.　6時～8時 3.　8時～１０時 4.　10時～12時 5.　12時～14時

6.　14時～16時 7.　16時～18時 8.　18時～20時 9.　20時～22時

22時以降 空白



問4－６　楠ヶ丘地区にとって乗合タクシー
　　　　　　は必要だと思いますか？

楠ヶ丘地区に乗合タクシーが必要と思いますかは、
ほとんどの人が「はい（1134）」と答えている。

1134 119 38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.はい 2.いいえ 空白

N=１２９２



問4－７　乗合タクシーが必要だと思う理由　
　　　　　（複数選択可）
※問４－６で「はい」を選択された方

楠ヶ丘地区に乗合タクシーが必要だと思う理由は、
「現在、地域住民にとって必要である（710）」が最
も多くなっている。

N=１１３４

236 710 689 299627 19 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.現在、自分が必要としている 2.現在、地域住民にとって必要である
3.将来、自分が必要になると思う 4.将来、地域住民にとって必要になると思う
5.来客の移動手段として必要である 6.その他
空白



問4－７　乗合タクシーが必要でないと思う理
　　　　　 由（複数選択可）
※問４－６で「いいえ」を選択された方

楠ヶ丘地区に乗合タクシーが必要でないと思う理
由は、「現在、自分には必要がない（79）」が最も
多くなっている。

N=１１９

79 4 4 11 15 1919

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.現在、自分には必要がない 2.現在、地域住民にとって必要がない

3.将来、自分には必要がないと思う 4.将来、地域住民にとって必要がないと思う

5.高齢者など交通手段がない人は家族が送迎すれば良い 6.その他

空白



問4－８　地域の公共交通を継続していくために、あな　
　　　　　　たができることは何ですか？（複数選択可）
※問４－６で「はい」を選択された方

地域の公共交通を継続していくためにできることは、
「利用回数を増やす（675）」が最も多く、約6割となって
いる。

N=１１３４

675 37 51 199 1256 104

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.利用回数を増やす 2.ボランティアで高齢者の乗り降りを手伝う
3.経費の一部を負担する 4.停留所を使いやすくする
5.特にない 6.その他
空白



問５－１　楠ヶ丘地区の公共交通を確保・継続するため、
　　　　　　住民・第一交通タクシー・市が一体となって　　　
　　　　　　（協働で）取り組んでいることを知っていますか？

公共交通を確保・継続するための協働の取り組み
の認知度は、「知っている（909）」が約7割となってい
る。

N=１２９２

909 290 93

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.知っている 2.知らない 空白



問５－２　地域の公共交通を確保・継続するため、地域役員
　　　　　　との協議や住民意見交換会が行われました。どの
　　　　　　ような内容が議論されていたか知っていますか？
　　※問５－１で「知っている」を選択された方

「知っている（566）」が約6割となっている。

566 328 15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.知っている 2.知らない 空白

N=９０９



問５－２－１　ご存知の主な内容（複数選択可）
※問５－２で「知っている」を選択された方

「高齢に伴い公共交通の必要性が高くなること（418）」
が最も多く、約2割を占めている。

N=５６６

165 418 231 234 235 233 272263 4
13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.市内のバス利用者が減少していること

2.高齢に伴い公共交通の必要性が高くなること

3.現状の利用者数の推移だと路線バスの維持が困難

4.試行運行のルート・停留所について

5.住民・行政・交通事業者の連携の重要性

6.試行運行の目標値について

7.試行運行の結果を踏まえ、地域の公共交通について議論すること

8.楠ヶ丘地区の公共交通の取り組みについて(横断幕の設置、公共交通だよりの発行など)

9.その他

空白



問５－２－２　その内容を何で（誰から）知りま
　　　　　　　　 したか？（複数選択可）
※問５－２で「知っている」を選択された方

「回覧板（449）」が最も多く、約6割を占めている。

449 100 63 4555
9

20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.回覧板 2.自治会長・役員・対策委員
3.参加者 4.家族
5.知人 6.その他
空白

N=５６６



問５－３　今後（も継続して）公共交通を確保・継続する
　　　　　　ため、協働の取り組みに参加したいと思いま
　　　　　　すか？

協働への参加意識は、「大いに参加したい（135）」
と「どちらかといえば参加したい（497）」を合わせ
て約5割となっている。

N=１２９２

135 497 154 180326

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.大いに参加したい 2.とちらかといえば参加したい
3.とちらかといえば参加したくない 4.参加したくない
空白



楠ヶ丘乗合タクシーの評価指標

基準項目 指標 数値目標 実施結果 備考

利用状況 １便あたり利用者数 ６人 ４．３人
１１月の平日１便平均は約
５．４人と目標に近い数値と
なっている。

車・バイク等からの乗り変え率 ２０％以上 約２６％
乗合タクシーを利用した方で
車・バイクの利用が減った人
の割合

高齢者等の外出増加率 ５０％以上 約３７％
乗合タクシーを利用した方で
外出が増加した人の割合

地域の主体性
地域検討委員会等の開催数
（ワークショップ開催など）

年間６回以上 １１回（４月～１２月まで）

認知度 地域での取り組みの事業の認知度 ８０％以上 約７０％

経費負担 運行経費の５０％まで ５０％以下
５７％

※ただし、続行便の
運行経費は除く

１１月の運行経費負担率は
約５１％と目標に近い数値と
なっている。

事業効果



楠ヶ丘乗合タクシーの今後の
展開および課題

展開

　・試行運行結果及び事後アンケートなどを踏まえ、

　 住民・タクシー事業者・行政で、本格運行の可否

等について具体的な協議を行う。

課題

　・ジャンボタクシーの導入の可否

　・運行経費の抑制

　・地域の取り組みの持続性および利用の継続性



乗合タクシー（丸善団地地区）（長崎市）：傾斜市街地への小型車両による乗合タクシー運行

地域と交通の状況 【交通不便地域の存在】【少子高齢化】
・ 長崎市は、海岸線から山地までの距離が短く、可住地面積率は小さくはないものの、平坦部の占める割合が

小さく、既成市街地の7割が斜面市街地といわれている。住宅地開発の規模は小さく、小規模団地の中には、
大型乗合バスの運行ができない道路幅員の地区もあり、開発後一貫して「バス空白地域」が数多く存在する。

・ 団地開発・居住開始から 20 余年が経過するとともに、居住者の高齢化がはじまっている。地区住民の利便性
向上、公共交通機関の利用促進による道路混雑の緩和、高齢者等の社会参加の促進等を図ることを目的とし
て、市が小型車両を活用した乗合タクシーの運行を行っている。

サービス内容
・ 長崎市では、大型乗合バスの運行が困難な地区に対し、平成 14 年度から丸善団地地区および矢の平・伊

良林地区、平成 16 年度から北大浦地区および金堀地区の合わせて 4 地区で乗合タクシーの運行を行って
いる。本事例はこのうちの丸善団地地区を取り上げている。

・ 平成14年4月より、「チトセピア」（市役所支所、公民館、ホール、公営住宅、大規模商業施設を含む市街地
再開発による複合施設。長崎電気軌道の路面電車1・3号系統停車場「千歳町」近隣）を起点とし、一般乗合
バス停留所（長崎自動車「昭和町」）を経由して、丸善団地内（フリー乗降制）を通過し、約 2.5km隔てた三原
小学校乗降場を往復する乗合タクシーを運行している。

・ 運行時間は、始発が 7 時 30 分発、終発が 19 時 30 分発で、その間 30 分間隔に、平日 25 往復、休日 22
往復の運行を行っている。所要時間は、片道 12 分である。

・ 乗降場は、固定乗降場 3 か所、団地内はフリー乗降制である。
・ 運賃は、200 円／回、子供は 100 円／回である。
・ 毎年、市との協定書締結により、ラッキータクシーが運行している。
・ 運行事業者が所有する乗客 9 人乗りのジャンボタクシー車両を利用している。

長崎市（長崎県）：乗合タクシー（丸善団地地区）

斜面市街地への小型車両による乗合タクシー運行

 取組の背景

 実現したサービス

乗合
タクシー

モード
442,699

人
人口

338.72

㎢

1306.98

人/㎢

人口

密度

面積
道路運送法
（旧）21 条

法令

長崎市
運営

主体

【ルートの工夫】



計画策定と会議実施 【プロセス：体制構築】【プロセス：現状把握】
・ バス空白地区における輸送手段の確保について、協議会を立ち上げ、意見交換を行った。協議会は、長崎市、

長崎県、運輸支局、県警、バス協会、バス事業者、タクシー協会で構成した。
・ 平成 12 年度にバス空白地区の洗い出しとともに、モデル地区の抽出と住民アンケートを行った。
・ 住民アンケートの調査結果、試行実験の実績を基に、採算ラインの設定と利用者数を試算した。
・ まず、路線バス事業者、タクシー協会等の関係機関と運行ルートとダイヤについて検討を行い、さらに、定時性を

確保するため、地元自治会との協議により、基本となる乗降場を指定した。
・ 特に、運行ルートや乗降場の設定にあたっては、既存の路線バス事業者に配慮する必要があった。

運行事業者の選定 【調整：対交通事業者】
・ 本地区での運行に係る業者の選定は、タクシー協会へ依頼した。

乗降場の設定と公共交通利用の浸透 【知見：住民参加・主体性発揮】
・ 団地内をフリー乗降区間としたことが特長として挙げられる。ただし、定時制を確保するため、地元自治会との協

議により、基本となる乗降場を指定した。
・ パーソントリップ調査により、交通手段分担率を九州の他の都市圏と比較すると、バス・路面電車、徒歩の分担率

が最も高く、自動車、二輪車の分担率が最も低くなっている。都市がコンパクトで、郊外部についても「坂の多い
まち」であることが裏付けられている。

・ 市の中心部には路面電車が運行され、利用者を維持している。平坦な土地が少なく自転車利用に適さない長崎
市では、短い距離でも公共交通を利用することが浸透している。通常的に公共交通機関を利用することが浸透
し、身近な存在であれば、新たな公共交通機関サービスも受け入れられやすい。

今後の展開 【教訓：費用負担のあり方】
・ 現在、乗合タクシーは市内 4 地区で運行されているが、新たに 1 地区での試行実験が行われている。当該事例

を除き、他の 3 地区では、市からの補助 4～22％を必要としている。今後の導入地区の拡大にあたっては、この
実績に基づく 2 割を補助率上限の目安としている。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓

効果 【利用者数の増加】
・ 平成 13 年の試行実験の際には、日平均の利用者数が 174 人であり、市が補助金を負担した。
・ 本格運行となった平成 14 年度は、収入が運行経費を約 16 万円上回った。
・ 以降、平成 15～19 年度は、約 70～230 万円の収益（運行会社の利益）を上げるに至っている。
負担 【市町村負担】
・ 平成 13 年度の試行実験段階では、市の補助金は約 35 万円であったが、本格運行となった平成 14 年度以降は、

市の補助金がなくなっている。
表．利用者数と運行経費等 （単位：人、千円）

平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

日平均利用者数 174 201 228 249 234 229 223

運行経費 2,750 13,212 13,749 13,384 13,279 13,564 14,009

収入 2,399 13,369 14,877 15,645 15,379 15,018 14,711

市の補助金 351 0 0 0 0 0 0

（試行実験 74 日間） 出典：長崎市資料

 効果と負担

連絡先：長崎市 都市計画部交通企画課 電話 095-829-1170

参考 URL：長崎市の交通 「乗合タクシー」のオフィシャル HP
http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/koutsu/taxi/taximenu.php

 連絡先、参考 URL 等
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（始点） （主な地点の通過予定時刻） （終点～始点） （主な地点の通過予定時刻） （終点）
三原小
学校前

（丸善
ストア前）

（丸善
団地下）

昭和町 チトセピア横 昭和町
（丸善
団地下）

（丸善
ストア前）

三原小
学校前

07:30
08:00
08:30

07:31
08:01
08:31

07:32
08:02
08:32

07:36
08:06
08:36

07:42
08:12
08:42

07:45
08:15
08:45

07:51
08:21
08:51

07:55
08:25
08:55

07:56
08:26
08:56

07:57
08:27
08:57

09:00
09:30
10:00
10:30
11:00
11:30

09:01
09:31
10:01
10:31
11:01
11:31

09:02
09:32
10:02
10:32
11:02
11:32

09:06
09:36
10:06
10:36
11:06
11:36

09:12
09:42
10:12
10:42
11:12
11:42

09:15
09:45
10:15
10:45
11:15
11:45

09:21
09:51
10:21
10:51
11:21
11:51

09:25
09:55
10:25
10:55
11:25
11:55

09:26
09:56
10:26
10:56
11:26
11:51

09:27
09:57
10:27
10:57
11:27
11:57

12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30

12:01
12:31
13:01
13:31
14:01
14:31
15:01
15:31
16:01
16:31
17:01
17:31

12:02
12:32
13:02
13:32
14:02
14:32
15:02
15:32
16:02
16:32
17:02
17:32

12:06
12:36
13:06
13:36
14:06
14:36
15:06
15:36
16:06
16:36
17:06
17:36

12:12
12:42
13:12
13:42
14:12
14:42
15:12
15:42
16:12
16:42
17:12
17:42

12:15
12:45
13:15
13:45
14:15
14:45
15:15
15:45
16:15
16:45
17:15
17:45

12:21
12:51
13:21
13:51
14:21
14:51
15:21
15:51
16:21
16:51
17:21
17:51

12:25
12:55
13:25
13:55
14:25
14:55
15:25
15:55
16:25
16:55
17:25
17:55

12:26
12:56
13:26
13:56
14:26
14:56
15:26
15:56
16:26
16:56
17:26
17:56

12:27
12:57
13:27
13:57
14:27
14:57
15:27
15:57
16:27
16:57
17:27
17:57

18:00
18:30
19:00
19:30

18:01
18:31
19:01
19:31

18:02
18:32
19:02
19:32

18:06
18:36
19:06
19:36

18:12
18:42
19:12
19:42

18:15
18:45
19:15
19:45

18:21
18:51
19:21
19:51

18:25
18:55
19:25
19:55

18:26
18:56
19:26
19:56

18:27
18:57
19:27
19:57

注）土曜日・日曜日・祝日は運休

 資料編

図．乗合タクシー運行ルート図（丸善団地地区）

出典：長崎市資料

表．乗合タクシー運行時刻表（丸善団地地区）

出典：長崎市資料

長崎市



表 エラー! 指定したスタイルは使われていません。-１

写真．乗合タクシー乗降場およびタクシー乗り場

表．九州都市圏の代表交通手段分担率・全目的（パーソントリップ調査）
（単位：％）

交通手段分担率
都市圏名 実施年

鉄道 バス・電車 自動車 二輪車 徒歩
北部九州

（第３回）
平成 5年 ９．１ ６．３ ４７．２ １２．７ ２４．７

佐賀
（第２回）

平成 11 年 １．０ １．８ ５９．４ ２２．５ １５．１

長崎
（第３回）

平成 8年 １．４ １２．５ ４８．９ ８．７ ２８．３

熊本 平成 9年 １．１ ４．８ ５９．３ １７．１ １７．６

大分 昭和 58 年 １．７ ５．２ ４３．９ １７．５ ３１．７

宮崎
（第２回）

平成 13 年 ０．７ ２．１ ６９．５ １３．８ １３．８

鹿児島
（第２回）

平成 2年 １．１ ８．２ ５０．７ １３．３ ２６．５

出典：国土交通省都市・地域整備局、九州地方整備局、宮崎県ホームページ

 資料編
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                       平成２３年 

国土交通省近畿運輸局長 殿 
 
 
 
                        河内長野市地域公

       会 長 向 井

 
 
 
 

平成２３年度における地域公共交通活性化・再生総合事業に係

経過措置の実施について（案） 
 
 
 
 
 平成２１年１１月３０日付け近運自－第７２３－３号で認定を受けた

市地域公共交通活性化・再生総合事業計画」に基づき、平成２３年度

うこととするので、通知します。 
 
 

 

資料２－１

３月  日 

共交通会議 
 一 雄  

る 

「河内長野

も事業を行



資料２－２

 

全体事業計画の事業スケジュール 

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）で記載。 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

 

事業の名称 

4 月   9 月  12 月  3 月 4 月   9 月  12 月   3

月 

4 月  9 月  12 月  3 月 

需要に応じたバス

路線の見直し 

  

下里・門前・中尾

地域での公共交通

の試行運行 

 

 

 

 

 

 

楠ヶ丘地域での公

共交通の試行運行 

 

公共交通利用促進

の実施  

 

 

 

公共交通を活用し

た取り組みの検討 

 

 

 

モックルコミュニティバスの上限２００円運賃の試行 

11月 

試行運行の分析・評価・協議

本

格

運

日野・滝畑コミュニティバスの路線の協議

清見台線の路線の協議 

南 ヶ 丘 線 、 大 矢 船 西 町 線 の 路 線 の 協 議

本格運行の手続き 

4~12 

本格運行の手続き 

4~12 

本格運行の手続き 

4~12 

本格運行の手続き 
試行運行 
  

  

 

 

 

市 ホ ームページにて公共交通に関する情報掲載

11月 

 

 

4月 

 

4月 

1~3 

分析・評価・協議 

22.10~23.5 

本格運行の手続き 

  6~12 

本

格

運

行

行4~12 

試行運行 

7~9 4~7 
 

 バスエコキャンペーンの協力 
中心市街地活性化

観 光 と の 連
 バスエコキャンペーンの協力
 バスエコキャンペーンの協力 
 

携 の 検 討
 広報誌への公共交通関連記事掲載
  

11月 
広報誌への公共交通関連記事掲載
 

協議
 との連携の検討 



平成23年度河内長野市地域公共交通会議予算（案）

歳入予算額 6,876,000 円
歳出予算額 6,876,000 円
差　額 0 円

１　歳入
（単位：千円）

　　　　款　　　項　　　　目 予算額 説　明

１　負担金

１　負担金

１　負担金

２　補助金 6,875

１　補助金 6,875

１　補助金 6,875 国補助金、河内長野市補助金

４　諸収入 1

１　諸収入 1

１　雑入 1 預金利子

合　計
6,876

２　歳出
（単位：千円）

　　　　款　　　項　　　　目 予算額 説明

１　運営費 275

１　会議費 240

１　会議費 240 委員報酬等

２　事務費 35

１　事務費 35

２　事業費 6,600

１　事業費 6,600

１　事業費 6,600 モックルコミュニティバスの上限200円運賃の事
業費等

３　予備費 1

１　予備費 1

１　予備費 1

合　計
6,876

資料２－３



４－３．３年度（平成２３年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 

需要に応じたバス

路線の見直し 

・モックルコミュニティバス

の上限２００円運賃の試行

・日野・滝畑コミュニティバ

スの本格運行の手続き（バ

ス停設置、時刻表作成、音

声変更など） 

・清見台線の本格運行の手続

き（バス停設置、音声変更

など） 

・南ヶ丘線、大矢船西町線の

本格運行の手続き（音声変

更など） 

河内長野市地

域公共交通会

議・河内長野

市・南海バス㈱

・現状（平

のバス利

・協働によ

構築 

下里・門前・中尾地

域での公共交通の

試行運行 

下里・門前・中尾地域の本格

運行の手続き（音声変更、バ

ス停設置など） 

河内長野市地

域公共交通会

議・南海バス㈱

・公共交通

域の解消

・協働によ

構築 

楠ヶ丘地域での公

共交通の試行運行 

試行運行の分析・評価・協議

及び本格運行の手続き 

河内長野市地

域公共交通会

議・タクシー事

業者 

・公共交通

の解消 

・協働によ

構築 

公共交通利用促進

の実施 

大阪府で実施しているバスエ

コキャンペーンの協力と広報

誌等を活用した公共交通の利

用促進 

河内長野市地

域公共交通会

議 

 

・現状（平

のバス利

公共交通を活用し

た取り組みの検討 

中心市街地活性化と観光資源

を活用した公共交通の取り組

みを検討する 

河内長野市地

域公共交通会

議 

・現状（平

のバス利

（２）事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

需要に応じたバス路線の

見直し 

 

４，９５０千円 ２，４７５千円

下里・門前・中尾地域での

公共交通の試行運行 １，６５０千円 ８２５千円

小計 ６，６００千円 ３，３００千円

 

参考資料 

評価事項 

成 20 年度）以上

用者数確保 

る取り組み体制の

の空白（不便）地

 

る取り組み体制の

空白（不便）地域

る取り組み体制の

成 20 年度）以上

用者数確保 

成 20 年度）以上

用者数確保 

地域の負担 

（見込み） 

２，４７５千円

 

８２５千円

３，３００千円



平成23年3月28日
南海バス株式会社

路線バス｢荘園町｣　フリー乗降の実施について

１．バス事業が抱える課題
(1) 社会的な問題(現象)

(2) 地域(個別)的な問題

２．これまでに寄せられた利用者からの声(要望)

○自宅からバス停まで遠くて歩くのが大変。

○雨の日など、バスが来る直前まで自宅の玄関先で雨宿りをしたい。

○夜遅くに暗闇の中、バス停から自宅まで歩くのが怖い。
　※子供が犯罪や事故に巻き込まれないか不安。

○買い物の帰りに荷物が多いときなどは歩くのが大変。

○タクシーの様に玄関先で降ろしてもらいたい。

○その他・・・・もっと気軽にバスを利用したい

○輸送人員の減少
　　　自家用車の利用増加や人口の減少等の要因により、バスの輸送人員は減少
    傾向に歯止めがかからない。

○高齢化時代への対応(バス利用者の高齢化)
　　　就学・就業人口が減少し、バス利用者が減少している。
　　　高齢化の進行が出控え等につながり、バス利用者が減少している。
　　※高齢者の外出機会促進がバス利用促進に結びつくと考えられる。

○車両購入コストの増大
　　　環境問題(Nox・PM法)により定期的な車両の買い替えが必要
　　　バリアフリー化への対応：ツーステップからワンステップ(ノンステップ)への変更

○軽油価格高騰に伴う燃料費の増加
　　　軽油が１円/ℓアップすることにより１年間で約１千万円の負担増となる

○バス停留所の移設を希望される地権者の増加
　　　原因の一つが停留所利用者のマナー悪化(タバコ･ゴミのポイ捨て等)
　

　　　　　新たなバス停留所の設置が困難

資料３



３．様々な問題の解決や要望に応える方法の一つとして

４．河内長野市内フリー乗降実施区間

(1) ｢千代田駅前～荘園町｣系統の一部区間：｢荘園町｣団地内およびその周辺のみ

家の近くで自由に乗り降りできるバス(フリー乗降バス)の提供

荘園町

荘園橋

荘園センター

赤線(点線)区間を｢フリー乗降｣区間とする

新設



【運　賃】 千代田駅前

南海西友前

市民グランド前 160

千代田台

160赤峯 160

小山田口

新設停留所

170 210
荘園橋

160
荘園町

荘園センター

(2) フリー乗降実施区間として「荘園町」を選択した理由

ア. 過去に上記２．に示した要望が住民から寄せられている。

イ. 停留所間の距離が比較的長い(500～600ｍ)

区　　間 距離

小山田口～荘園橋 約330ｍ

荘園橋～荘園町 約490ｍ

荘園町～荘園センター 約640ｍ

荘園センター～荘園橋 約240ｍ

※ 南花台は停留所間の距離が約200～400mである。

ウ.新たな停留所を設置するのが困難と思われる。
※ バス運行道路のほとんどが住宅の入り口に面している。
※ 歩道が狭く、新たな停留所の設置に適していない。

エ. バス利用者のほとんどが荘園町の住民であり、自治会の協力をいただくことによりフ
リー乗降実施の周知を図りやすい。

オ.当該区間は荘園町の住民以外の一般車両の通行が皆無であり、安全性を確保しや
すい。

カ. 当該区間の運賃は、均一となっている。

キ.他の地域と同様に、バス利用者の減少および高齢化が顕著に進んでいる。

※ 別紙、【参考資料】添付

フリー乗降区間



５．フリー乗降の実施方法
(1) 実 施 時 間 帯 終日(全便)実施します。

【千代田駅前⇒荘園町方面】発車予定時刻表

時刻 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

平日
56 9 34 6 4 4 0 0 0 0 0 1 1 9 9 9 11
28 36 39 39 36 36 36 36 37 37 24 29 29 49 50

49 51 50

土休日
35 16 7 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

56 36 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 35 35 25 35

【荘園町⇒千代田駅前】発車予定時刻表

時刻 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

平日
9 8 17 18 16 16 12 12 12 12 12 13 13 1 2 20 0
35 21 46 48 51 51 48 48 48 48 49 49 36 21 20 22
56 40 41

土休日
14 7 18 11 11 11 12 11 11 11 11 11 12 12 11 36 11
46 27 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 46 46
47

時刻等については実施時点で若干の変更を行う可能性もございます

(2) 運行時刻の案内 既存(新設)停留所(４箇所)に｢運行予定時刻表｣を掲載します。

(3) 乗 車 方 法
ｱ. フリー乗降区間内の乗車扱いが安全に出来る場所でお待ちいただき、バス乗務員に
対し｢挙手｣などで乗車の合図をしていただく。

※ タクシーを利用するイメージ。

ｲ. 現行どおり、既存(新設)停留所でバスをお待ちいただく。

(4) 降 車 方 法
ｱ. 既存(新設)停留所で降車いただく際は、現行どおり降車ボタンで乗務員にお知らせ
いただく。

ｲ. 降車希望地点を乗務員に申告していただく。
※ ただし乗務員の判断により、安全な停車(降車扱い)が困難と判断した場合、降車
場所を変更させていただくことがあります。

(5) 運賃の支払方法

現行どおり降車の際、ご利用区間の運賃を運賃箱に投入していただく。

(6) 実施予定日
平成２３年７月上旬

　 以　上



【参考資料】

Ⅰ．荘園町の人口変動(河内長野市統計書から抜粋)
平成21年12月末現在

町名 世帯数 総数 男 女 　　～19歳 20～59歳 60歳～　

荘園町 681 1,639 771 868
210 612 817
12.8% 37.3% 49.8%

河内長野市
46,119 115,582 55,125 60,457

20,564 57,447 37,571
全体 17.8% 49.7% 32.5%

平成18年12月末現在
町名 世帯数 総数 男 女 　　～19歳 20～59歳 60歳～　

荘園町 659 1,676 788 888
206 721 749
12.3% 43.0% 44.7%

河内長野市
45,075 118,616 56,781 61,835

22,367 63,200 33,049
全体 18.9% 53.3% 27.9%

Ⅱ．荘園町のバス利用者の変動

平成21年12月14日(月)調査 平成18年11月21日(火)調査

天候：晴
荘園橋 荘園町 荘園ｾﾝﾀｰ

天候：晴
荘園橋 荘園町 荘園ｾﾝﾀｰ

乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車

　　　～6:59 8 0 7 0 14 0 　　　～6:59 7 0 6 0 12 0
7:00～7:29 2 0 3 1 8 0 7:00～7:29 4 0 7 0 11 0
7:30～7:59 3 0 4 0 4 0 7:30～7:59 10 0 2 0 5 0
8:00～8:29 1 0 6 0 5 1 8:00～8:29 4 0 1 0 3 0
8:30～8:59 3 0 3 0 6 0 8:30～8:59 0 0 3 0 4 0
9:00～9:59 1 0 7 0 4 2 9:00～9:59 0 0 6 1 7 0
10:00～10:59 0 0 1 0 7 3 10:00～10:59 3 0 8 1 3 0
11:00～11:59 0 1 6 1 4 2 11:00～11:59 1 0 5 3 1 1
12:00～12:59 1 0 3 4 5 4 12:00～12:59 1 5 4 4 3 4
13:00～13:59 1 1 0 2 3 5 13:00～13:59 1 2 6 1 7 2
14:00～14:59 0 1 1 2 0 6 14:00～14:59 0 2 5 8 1 6
15:00～15:59 1 0 0 6 4 4 15:00～15:59 0 0 7 10 1 8
16:00～16:59 2 5 1 0 2 1 16:00～16:59 4 1 8 0 0 8
17:00～17:29 1 2 0 1 0 3 17:00～17:29 1 0 2 3 1 2
17:30～17:59 0 0 0 3 0 3 17:30～17:59 0 6 1 2 0 2
18:00～18:29 0 4 0 5 0 10 18:00～18:29 0 1 3 6 0 4
18:30～18:59 0 3 0 4 0 5 18:30～18:59 0 4 3 5 0 3
19:00～19:59 0 3 0 7 0 8 19:00～19:59 0 8 11 7 0 11
20:00～20:59 0 7 0 3 1 3 20:00～20:59 0 6 2 5 0 6
21:00～21:59 0 3 0 2 0 2 21:00～21:59 0 0 3 2 0 5
22:00～　　 0 0 0 1 0 3 22:00～　　 0 2 3 7 0 3
小計 24 30 42 42 67 65 小計 36 37 96 65 59 65

３停留所合計 乗車 133 降車 137 ３停留所合計 乗車 191 降車 167
合計 270 合計 358

※３年間で１日あたり88名の利用者が減少している(減少率:約２５％)




